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40
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14600

28
86

FH=-1.42

FH=+1.50

～FH=+1.50～

FH=0.44

進入路工一般図
川又調整池

平面図
S=1/100

i=20.0％進入路

4
3
8
0

1
:
1
.
5

4380

1:1.5

Ａ

Ａ

図面番号図示

進入路工一般図

工 事 名

図 面 名

年 月 日

縮 　 尺

会 社 名

事業所名 関東農政局 茨城中部農地整備事業所

Ａ ー Ａ
S=1/50

1:
1.
5

4000

5002502500250500
路肩路肩

保護路肩保護路肩

再生砕石　RC-40  t=20cm

溶接金網
200×200×6

車両幅員

道路全幅

ブロックマット

1:1.51:1.5

ホウキ目仕上げ

（コンクリート版面）

2
0
％

コンクリート　18-8-25(20)  t=15cm

均しコンクリート　18-8-25(20)  t=50mm

川又小泉団地川又工区区画整理その１工事

茨城中部農地整備事業
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S=1:20標 準 断 面 図（参考）

平　面　図（参考） S=1:20

基礎工詳細図 S=1:15

～川又調整池　吸水槽・取付水路～

縦帯工詳細図 S=1:15

1:
1.
5

調整コンクリート 階段ブロック1.5割用 小口止工 縦帯工基礎工

コンクリート

再生砕石RC-40

(B形:幅1.0m)

再生砕石RC-40

コンクリート

基礎工

調整コンクリート

再生砕石

階段ブロック1.5割用

縦帯工

(B形:幅1.0m)
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0

階段ブロック1.5割用 製品図（参考）S=1:15

参考重量：156 kg/個

Ｂ形（幅1.0ｍ）

998

49
5

4
7
1

998

471

3
2
4

297

管理用階段工詳細図（1/2）

57
01

18-8-25(20) 18-8-25(20)

18-8-25(20)

RC-40

18-8-25(20) 18-8-25(20)

18-8-25(20)

階段ブロック規格（参考）

1：1.5勾　配
踏　面
蹴　上

1000mm程度長　さ

400mm程度
250mm程度

（10m当り）

摘　要

基礎工：数量表

規　格名　　称

コンクリート
型    枠

数 量単位
3ｍ

10.30
2.43

2ｍ
RC-40 ｔ＝150再 生 砕 石 7.002ｍ

目 地 材 ｔ＝10 ｍ 0.24

18-8-25(20)

（10m当り）

摘　要

縦帯工：数量表

規　格名　　称

コンクリート
型    枠

数 量単位
3ｍ

10.00
1.50

2ｍ
RC-40 ｔ＝150再 生 砕 石 5.002ｍ

目 地 材 ｔ＝10 ｍ 0.15

18-8-25(20)

図面番号図示

管理用階段工詳細図（1/2）

工 事 名

図 面 名

年 月 日

縮 　 尺

会 社 名

事業所名 関東農政局 茨城中部農地整備事業所

川又小泉団地川又工区区画整理その１工事

茨城中部農地整備事業
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（10m当り）

摘　要

縦帯工：数量表

規　格名　　称
コンクリート
型    枠

目 地 材

数 量単位

3ｍ
10.00
1.50

ｔ＝10

2ｍ

2ｍ
5.002ｍ
0.15

～川又調整池　取水口～

縦帯工詳細図 S=1:15

調整コンクリート

再生砕石
縦帯工

再生砕石RC-40

コンクリート

▽1.70

2
7
7

297
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0
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0
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0
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1
6
0
0

1932 463
4@416=1664268
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参考重量：156 kg/個

Ｂ形（幅1.0ｍ）

998

49
5

4
7
1

998

471

3
2
4

297

管理用階段工詳細図（2/2）

20
00

1664 463
4@416=1664

268 300200

階段ブロック1.5割用

50
0

28
79

調整コンクリート

階段ブロック1.5割用 小口止工 縦帯工
(B形:幅1.0m)

RC-40 ｔ＝150再 生 砕 石

18-8-25(20)

18-8-25(20)

18-8-25(20)

18-8-25(20)

S=1:20標 準 断 面 図（参考）

平　面　図（参考） S=1:20 階段ブロック1.5割用 製品図（参考）S=1:15

階段ブロック規格（参考）

1：1.5勾　配
踏　面
蹴　上

1000mm程度長　さ

400mm程度
250mm程度

図面番号図示

管理用階段工詳細図（2/2）

工 事 名

図 面 名

年 月 日

縮 　 尺

会 社 名

事業所名 関東農政局 茨城中部農地整備事業所

川又小泉団地川又工区区画整理その１工事

茨城中部農地整備事業
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▽ TP+1.50▽ TP+1.50

A

用水機場配置図
S=1/50

平 面 図

Ａ - Ａ

VU350
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▽ TP+2.20
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スイング式逆止弁φ300
（無送水検知器付）

外ネジ式電動仕切弁
φ300×1.5kW

鋼管φ300×350

MFｼﾞｮｲﾝﾄφ350

φ25空気弁

ゴム可とう管φ300

契約対象外

195
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77
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～
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=
1
.
5
0
～

A
Ａ

Ｍ

4
00

用水ポンプφ300×φ250×37kW

(横軸両吸込単段渦巻ポンプ)スイング式逆止弁φ300
（無送水検知器付）

外ネジ式電動仕切弁

φ300×1.5kW

電灯分電盤

ゴム可とう管φ300

φ25空気弁

φ
5
5
0

ﾙｰｽﾞﾌﾗﾝｼﾞ

8
0
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1
30
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1
0
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4
0
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1
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Ａ

川又調整池

真空ポンプ

φ25×1.5kW

ポンプ制御盤

LWL▽-1.67

FWL▽-0.27

HWL▽0.08

水上

水下

3
5
5
0

4500

1
5
0

竪樋　VP-100

庇1800×180

庇1800×180

庇1800×900

330
293

（契約対象外）

（契約対象外）

（契約対象外）

（契約対象外）

（契約対象外）

（契約対象外）

（契約対象外）

（契約対象外）

（契約対象外）

（契約対象外）

（契約対象外）

契約対象外

工 事 名

図 面 名

年 月 日

縮 　 尺

会 社 名

事業所名

図面番号S=1/50

用水機場配置図

関東農政局 茨城中部農地整備事業所

川又小泉団地川又工区区画整理その１工事

茨城中部農地整備事業
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取付水路

～FH=1.50～

Ｐ

i=20.0％
進入路
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砂利舗装

片開き門扉

凡　例

RC-40　t=100mm

N

S=1:250

場 内 整 備 計 画 図

図面番号図示

場内整備計画図

工 事 名

図 面 名

年 月 日

縮 　 尺

会 社 名

事業所名

川又小泉団地川又工区区画整理その１工事

関東農政局 茨城中部農地整備事業所

茨城中部農地整備事業

1:1.5

1000 2000

場内道路標準断面図

調整池外 堤内

S=1/30

ネットフェンス一般図（参考）

菱形金網
φ3.2x56mm目

2000 2000
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180180
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基礎ブロック
□180×450

正 面 図

2010005
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1
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0

2
0

1
79
0

□300

6
00

正 面 図 側 面 図

基礎ブロック
□300×600

S=1/30

亜鉛メッキ製

菱形金網
φ3.2x56mm目
亜鉛メッキ製
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３ D13２ D13

１ D13

５ D13

６ D13

３ D13

正面図

側面図

平面図

側面図

構造図 配筋図

機場銘板
花崗岩150×400

平面図

４ D13

門柱構造図
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再生砕石 RC-40 t=15cm

均しコンクリート18-8-25(20) t=50mm

鉄筋コンクリート21-12-25(20)

鉄筋コンクリート21-12-25(20)

鉄筋コンクリート21-12-25(20)

再生砕石 RC-40 t=15cm

均しコンクリート18-8-25(20) t=50mm
松丸太杭
末口15cm L=2.1m

350 500 500 350

350 2250 2250 2000 2000 350

8400 300

松丸太杭
末口15cm L=2.1m

図面番号図示

門柱構造図

工 事 名

図 面 名

年 月 日

縮 　 尺

会 社 名

事業所名

川又小泉団地川又工区区画整理その１工事

関東農政局 茨城中部農地整備事業所

茨城中部農地整備事業
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門扉構造図

柱芯

G.L.

道路側

全開時 全閉時

レール及び車輪部詳細図（S=1/5）Ａ

セイフティクッション部詳細図（S=1/5）Ｂ

ブロック又は門柱
レール

車輪芯幅

セイフティクッション後A 排水溝

レ
ー
ル
幅

戸
当

り
柱
高
さ

門
扉
高
さ

道路側

正面図（S＝1/30）

平面図（S＝1/30）
扉全幅：4226

7
1
1

157 開口幅：4000 収納幅：4520

据付全幅：8676

80

1
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1
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717

1
5
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1000

157 1050 レール全長：7420

5
5
5

1
5
5

50 2000 2000 2000 1420 50
1
55

1
4
00

レール正面図（S＝1/30）

図面番号図示

門扉構造図

工 事 名

図 面 名

年 月 日

縮 　 尺

会 社 名

事業所名

川又小泉団地川又工区区画整理その１工事

関東農政局 茨城中部農地整備事業所

茨城中部農地整備事業

G.L.

車輪（φ75）

アンカーボルト（M12）

レール

G.L.

台車 セイフティクッション後A

排水溝

2
0

3
0

80 80

130

6
7 1
1
2

700

55 車輪芯幅：600 55

レール幅：711

40
アンカーピッチ：460

埋込長　L=130mm
埋込長　L=80mm
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工 事 名

図 面 名

年 月 日

縮 　 尺

会 社 名

事業所名

図面番号図示

川又小泉団地川又工区区画整理その1工事

関東農政局 茨城中部農地整備事業所

茨城中部農地整備事業

基礎工詳細図（1/2）

DL=TP-4.00

建屋基礎底面 EL=1.05

杭底面 EL=-11.95

杭検討断面図
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茨城中部農地整備事業
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腰　・　壁床 備　　　考天　井　高内 部 仕 上

外 部 仕 上

屋　　　根

仕 　上　 表

犬　走　り コンクリート直金ごて　Ｖカット目地切

幅　　　木 コンクリート直金ごて

外　　　壁

樋

天　　　井

用水機場 直金ごて
見え掛り鉄部（梁・ブレース）　ＳＯＰ塗

屋根折板あらわし

ルーフデッキ（ガルバリウム鋼板厚0.6：断熱材裏打ち型）：山高85、タイトフレーム、軒先面戸、ケラバ包み

有孔ケイカル板　厚5　目透かしＥＰ塗

シーリング 変成シリコン系　ＭＳ－２

角波鉄板厚0.4（ガルバリウム鋼板）、水切り（防虫網付）、照明器具取付部：下地合板厚12（ポンプ設備用パトライト及び投光器設置予定箇所を含む）、配管貫通部腰壁：コンクリート打放し

軒樋：塩ビ角樋　120×120（金物共）　　竪樋：VP-100（金物共）

基礎立上り

コンクリート木ごて+増打ちコンクリート（施設機械工事） 壁　グラスウール厚100（24kg/ｍ3）充填
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立面方向（例）

竪樋　VP-100

北　立　面　図　　　　　S=1:50 東　立　面　図　　　　　S=1:50

南　立　面　図　　　　　S=1:50 西　立　面　図　　　　　S=1:50
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図面番号

工　事　名

図　面　名

作成年月日

縮　尺 

会 社 名

事業（務）所名

茨城中部農地整備事業

川又小泉団地川又工区区画整理その1工事

仕上表　・　平面図　・立面図
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内壁：ケイカル板厚5　目透かしＥＰ

床:増打ちコンクリート（別途）

屋根：ガルバリウム鋼板製ルーフデッキ（山高85）
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▽設計GL

アルミ製庇：1800×180

梁材：見え掛り鉄部ＳＯＰ塗

水切り（外壁同材・防虫網付）

▽設計GL

ケラバ包み

ｱﾙﾐ額縁

断熱材：グラスウール厚100（24kg/ｍ3）

腰壁　コンクリート打放し
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面戸板
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350

内壁：ケイカル板厚5　目透かしＥＰ

梁材：見え掛り鉄部ＳＯＰ塗

屋根：ガルバリウム鋼板厚0.6製ルーフデッキ（山高85）

5200

2
0
0

ｱﾙﾐ額縁

C-100×50×20×2.3

床:増打ちコンクリート厚100（施設機械工事）

ポンプ基礎コンクリート（施設機械工事）

軒樋　120×120

外壁：ガルバリウム鋼板厚0.4角波鋼鉄板

断熱材：グラスウール厚100（24kg/ｍ3）

(ｱﾙﾌｨﾝ　ＡＤ2　同等品）

既製品庇　Ｗ 1800×Ｄ 900

ｼｰﾘﾝｸﾞ

竪樋　VP-100

2
0

1
20

ＬＥＤベースライト　笠付　防湿形

既製品庇　Ｗ 1800×Ｄ 900

(ｱルﾌｨﾝ　ＡＤ2　同等品）

ET
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ＡＷ－１

本締錠（シ+空）、ＤＣ（Ｓ付）、アルミ額縁（見込み80）

引違いサッシ（半外付け）　見込み70

▽FL

用水機場　　　　　　　　　　　　２ヶ所

アルミ（シルバー）

網入型板　厚6.8

網戸、アルミ額縁（見込み80）

アルミ製庇　Ｗ 1800×Ｄ 180、附属金物一式
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型　　式

材　　種

ガ ラ ス

姿　　図

室名・数量

ＡＤ－１

両開き框ドア（半外付け）　見込み70

用水機場　　　　　　　　　　　　１ヶ所

アルミ（シルバー）

上段：網入型板　厚6.8　下段：アルミパネル厚3.0

可動ガラリ（防虫網付）

▽FL

金　　物
ＳＵＳ下枠、附属金物一式

建　　具　　表　　　　　S=1:50

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ

B

A

A

電気設備図　　　　　S=1:50

L

制御盤（契約対象外）

真空ﾎﾟﾝﾌﾟ（契約対象外）

M

防雨入線ｶﾊﾞｰ

C

（契約対象外）

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾗﾝﾌﾟ
L

P

B ﾌﾞﾚｰｶｰへ接続

換気扇φ300（自動式ｼｬｯﾀｰ、風量　1200ｍ3/ｈ）、SUS製ﾌｰﾄﾞ（防虫網付）

Ｘ Ｘ

Ｙ

Ｙ

器具光束３２００ｌｍ、消費電力２０.６Ｗ

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ、消費電力：２０．６Ｗ
定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）
防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命：４００００時間
昼白色（５０００Ｋ）
Ｒａ８３、ＩＰ２３防湿型

A

直付ＸＬＷ４３２ＫＥＮＺＬＥ９（同等品）

器具光束７８０ｌｍ、消費電力１２.０Ｗ

壁面（縦向き・横向き）取付専用

カバー：クリーンアクリル（乳白）

光源寿命４００００時間

適合ランプ：直管ＬＥＤランプ、素材：ガラス

B

ＮＮＦＷ２１８２５ＬＥ９（同等品）

ボルトフリー（１００～２４２Ｖ）

ＮＮＹ２４９３０ＬＥ９（同等品）

ＬＥＤスポットライト　水銀灯４００形相当
昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ８５

広角タイプ配光、光源寿命６万時間（光束維持率８０％）

本体：アルミダイカスト（シルバーメタリック）

パネル：ポリカーボネート（透明つや消し）

耐雷サージ１５ｋＶ、耐風速６０ｍ

電源接続部灯具内収納可能、電源内蔵型（５．８ｋｇ）

ＬＥＤスポットライト　４００形

器具光束１１８００ｌｍ、消費電力１０５Ｗ

C

ＬＤＬ２０Ｗ×１　ウォールライト

防湿・防雨形

１灯用架台付

ＹＫ０５１８３Ｋ

EM-IE1.6×3(E19)：1本ｱｰｽ

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾗﾝﾌﾟ付ｽｲｯﾁ　1P-4A

EM-IE1.6×5(E25)：1本ｱｰｽ

図面番号

工　事　名

図　面　名

作成年月日

縮　尺 

会 社 名

事業（務）所名

茨城中部農地整備事業

川又小泉団地川又工区区画整理その1工事

断面詳細図・建具表・電気設備図
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図面番号

工　事　名

図　面　名

作成年月日

縮　尺 

会 社 名

事業（務）所名

Non scale

茨城中部農地整備事業

川又小泉団地川又工区区画整理その1工事

構造設計標準仕様

36

無

広告塔

地上    階 ： 地下    階 ： 塔屋    階

有

高架水槽 (     kN)

(            )

煙突

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造(ＳＲＣ)

鉄骨造(Ｓ)

キュ－ビクル (     kN)

壁式鉄筋コンクリ－ト造(ＷＲＣ)

鉄筋コンクリ－ト造(ＲＣ)

１－２ 階  数

１－３ 屋上付属物

１－４ 増築計画

１－１ 構造種別

１．建築物の構造内容

３－５ 鋼 材

３－６ ボルト等(特殊柱脚のアンカーボルトはメーカー仕様による。)

ＢＣＲ２９５

使用箇所 種  類 使用箇所 種  類 使用箇所

ＳＮ４００Ｂ

ＳＮ４００Ｃ

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｃ

ＳＳ４００

ＳＭ４９０ＹＡ

ＳＭ４９０ＹＢ

ＳＳＣ４００

ＳＵＳ３０４

ＢＣＰ２３５

ＢＣＰ３２５

ＳＴＫＮ４００Ｂ

ＳＴＫＲ４００

ＳＴＫ４００

ＳＮ４００Ａ

種  類

６．鉄筋工事

配筋検査

ガス圧接継手

※ １ロットは､１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。
※ 試験の箇所数は１ロットに対し３０箇所とし､ロットから無作為に抜き取る。
※ 試験方法及び判定基準は、ＪＩＳ Ｚ ３０６２による。

引張試験 

※ 試験片の採取数は、１ロットに対して３本とする。
※ 試験片の形状、寸法及び試験方法は、ＪＩＳ Ｚ ３１２０による。

超音波探傷試験 (試験従事者は「共仕」５.４.１０(イ)による。)

※ １ロットは､１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。

外観試験 (試験対象：全圧接部)

り定める。ただし、寒冷のため強度の発現が遅れると思われる場合は、コンクリートの圧縮強度

により定める。なお、セメントの種類が普通エコセメントの場合は特記による。

※ 片持梁、ひさし、長大スパンの梁、大型スラブ等の型枠を支持する支柱、施工荷重が著しく大きい

監督職員の承諾を受ける。

場合の支柱等は、必要に応じて、存置期間を延長する。

建設省告示第110号)第1第一号ロにより定める場合は、コンクリートの圧縮強度の計算結果により、

※ 型枠の最小存置期間は、前述の表により、コンクリ－トの材齢又はコンクリ－トの圧縮強度によ

※ スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外した後に取り外す。これより難しい場合

※ コンクリートの圧縮強度を圧縮強度試験により確認する場合は、｢共仕｣６.９.３によるコンクリー

トの試験結果及び関係法令等に基づく安全を確認するための資料により、監督職員の承諾を受ける。

※ 型枠の取外しは、型枠の最小存置期間の経過後に行う。

※ コンクリートの圧縮強度を｢型わく支柱の取り外しに関する基準を定める件｣ (昭和46年1月29日

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書(建築工事編)令和４年版は、
文中「共仕」と記す。　※基本事項は｢共仕｣による。

・適用は 印とする。

(

位ごとに行う。

打込み日ごと、打込み工区ごと、かつ、
ごと、かつ、１５０ｍ３

以下にほぼ均等に分割した
単位ごとに行う。

定める。
必要に応じて

試供体の ３

試供体の 試料で同時に３個の供試体
を作製する。

１台の運搬車から採取した

取し、１台につき１個（合計３個）の供試体を製作する。
適切な間隔をあけた３台の運搬車から、それぞれの試料を採

標準養生

生
又は封かん養
ける水中養生

ける水中養生
工事現場にお

ける封かん養
生

工事現場にお

材齢 ２８日２８日 ２８日
定める。
必要に応じて

９１日以内

２８日及び
２８日を超え

であることが確認されるまで。 あることが確認されるまで。

圧縮強度が設計基準強度以上であ

荷重及び外力について、構造計算により安全
又は１２Ｎ/mm２以上であり、かつ、施工中のり、かつ、施工中の荷重及び外力

について、構造計算により安全で

支
柱
の
最
小
存
置
期
間

―の圧縮強度に
コンクリ－ト

よる場合

セメントのＢ種

１５

１７

２５

２８

２８ ２８
コンクリ－ト
の材齢による
場合　　(日)

５℃以上

０℃以上

１５℃以上

平均気温

低熱ポルトランド

中庸熱ポルトラン
ドセメント、

セメント、混合

早強ポル

セメント
トランド 混合セメント

ンドセメント、

のＡ種

左記のすべてのセメント種類
セメントの

期間中の
存置

コンクリ－トの圧縮
強度による場合

梁下スラブ下

３

５

３

５

８

２１５℃以上

５℃以上

０℃以上

材齢による場合

(日)

―

早強ポルトラ
ンドセメント 混合セメント

普通ポルトラ
ンドセメント、

のＡ種

中庸熱ポルトラ
ンドセメント、
低熱ポルトラン

混合セメント

ドセメント
のＢ種

セメント
の種類

の平均気温
期間中

１０ １２

５

７

６

８

１２

８

せ
き
板
の
最
小
存
置
期
間

エスカレーター

特定天井

クレ－ン

エレベ－タ－

Ｙ方向 ルート１－１

ルート１－２

ルート１－２

倉庫積載荷重 (    N/m2)

受水槽

リフト (     kN)

ルート２

ルート２

ルート３

ルート３

(吊荷重＝      kN)

(    人乗) (     kN)

Ｘ方向 ルート１－１

１－５ 特殊荷重

１－６ その他

１－７ 構造計算ルート

２．各種の書類、報告書等

２－１ 提出書類等(その他の提出書類等は工種別に示す。)

２－２ 証明証を要する技能資格者

２－３ 工事記録の提出

２－４ 材料等の証明書の提出

２－５ 設備機器等の設置

※ 工種別に示す試験報告書を提出すること。事前に試験計画書を提出し承諾を受けること。

構造体を貫通する配線・配管等は、事前に監督職員の承諾を得ること。

設備機器、工作物、その他の部位の設置は、事前に監督職員の承諾を得ること。

地中に埋設するもの、又は構造体に打込む配線・配管等は、事前に監督職員の承諾を得ること。

建物に付随する旗竿、門扉等で、自重を有するもの、又は風圧を受けるもの、積雪荷重を受ける

ものを施工する場合は、事前に監督職員の承諾を得ること。

承諾は、施工計画書に必要とする施工図等を添えてたものを原則とする。

(内容は、施工の記録、工事写真、見本等とする。)

施工図(躯体図等)

コンクリート配合計画書

鉄骨製作工場の承認願い

その他(                  )

コンクリート工事の施工計画書

鉄骨工事の施工計画書(「共仕」に掲げるもの。)

該当する工種

その他(                  )

一工程の施工を完了した場合。

設計図書に定められた施工の確認を行った場合。

その他(                  )

杭

鉄筋

鋼材

スタッド

錆止め塗料

セメント

無収縮モルタル材について製造所の証明書

安定液、根固め液及び杭周辺固定液

鉄筋継手金物

高力ボルト

アンカーボルト

混和材料等

溶接金網

普通ボルト

デッキプレート

ターンバックル用ボルト

骨材

ＡＬＣパネル

地盤改良に関するもの

建築用コンクリートブロック

溶接棒、ワイヤ、フラックス

特殊ボルト

ターンバックル胴

適切な施工のであることの証明を監督職員から指示された場合。

監督職員が特定する技能資格者

(氏名、資格内容及び証明証の認定機関名を提示する。)

工事の施工によって隠ぺい等で、後日の目視による検査が不可能又は容易でない部分の施工を

行う場合。

３．使用構造材料

３－１ コンクリ－ト

種 類

普 通

普 通

普 通

適用箇所

土間コンクリ－ト

備 考
設計基準強度 スランプ

(％)

水セメント比

躯 体

膨張材普 通

超長期 36短期 18 標準 24 長期 30

(場所打ち杭コンクリ－トについては、５－３による。)

捨コンクリ－ト

増設躯体

Fc(N/mm２) (cm)

３－２ 高性能無収縮材

３－３ 建築用コンクリ－トブロック
３－４ 鉄 筋

無収縮グラウト材

無収縮モルタル材

構造体用モルタル材

材 料 材 質 備 考強度(N/mm2)

非金属骨材系

非金属骨材系

非金属骨材系 金属骨材系

金属骨材系

金属骨材系

：特記による

項 目 径 使用箇所種  類 継手工法

ＳＤ３９０

ＳＲ２３５

溶接金網 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

丸  鋼

重ね継手

圧接継手

溶接継手

機械式継手

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５
異形鉄筋

３－７ その他

４－１ 地盤調査資料

４－２ 地盤調査計画

５－１ 直接基礎

５－２ 既製杭 (注)既製杭の管理は、各関係建設企業団体の管理要領を参照すること。

５－３ 場所打ちコンクリート杭

５－４ 杭径と支持力

５－５ 床下防湿層

５－６ 提出書類等

項 目項 目 種類及び強度区分等 種類及び強度区分等

高力ボルト

普通ボルト

アンカ－ボルト

Ｓ１０Ｔ

Ｆ８Ｔ

４Ｔ

ＡＢＲ４００

ＡＢＲ４９０

ＳＳ４００

ダブル シングル

スタッド

建築用

水平ブレース

ＪＩＳ Ａ ５５４０

頭付きスタッド

接着系アンカーナット

Ｆ１０Ｔ

タ－ンバックル

鉛直ブレース

あと施工アンカー
金属拡張アンカー

項  目 メ－カ－仕様書 備  考

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

高強度せん断補強筋

特殊仕口材

デッキプレ－ト

フラットデッキプレ－ト

合成スラブ用デッキプレ－ト

特殊柱脚

ＡＬＣパネル

標準貫入試験

孔内水平載荷試験

近隣 ) 無有 ( 敷地内

調査計画の内容 既存建物等撤去後、敷地内追加調査

有無 追加調査：

平板載荷試験

物理的性質試験(比重,粒度 等)

スウェーデン式サウンディング試験

ラムサウンディング試験

液状化試験

力学的性質試験(圧密,一軸 等)

試験掘り 　ヶ所

底盤の位置  設計ＧＬ－

支持層の地質 (          )

※ 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合がある。

深層混合処理工法

ラップルコンクリート浅層混合処理工法

メーカー仕様書等添付有

地盤の確認

地盤改良

( 立会い )

置換工法

Ａ種 Ｃ種Ｂ種ＰＨＣ

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種ＰＲＣ

板厚 ｔ＝     ㎜ＳＣ節付杭

杭 種

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種ＳＴ

種 別杭 種 種 別

ＳＴＫ４９０ＳＴＫ４００

(          )杭先端支持層の地質 メーカー仕様書等添付有

プレボーリング併用打撃工法打込み工法

埋込み工法 中掘り工法

プレボーリング工法 最終打撃工法

根固め工法

拡大根固め工法

根固め工法(セメントミルク)

拡大根固め工法

打撃工法

鋼管

杭先端支持層の地質 (          )

コンクリート 帯筋 ＳＤ鉄筋主筋

アースドリル工法 リバース工法

ＢＨ工法

オールケーシング工法

深礎工法

材料

工法

適用は特記による。(図面に記載する。)

Fc＝   N/mm2 ＳＤ

地業工事施工記録報告書

根固め液の強度発現報告書

地業工事施工計画書

施工後の杭芯確認図

ソイルセメント強度発現報告書

杭の載荷試験   ヶ所 水平 )鉛直

試験掘り    本   本試験杭

(

試験杭又は試験掘りの立会い

※ 適用及び範囲は特記による。

杭 径(㎜) 設計支持力(kN/本) 杭 径(㎜) 設計支持力(kN/本)

(杭長さ等は図面に記載する。)

４．地 盤

５．地業工事

７．コンクリート工事

溶接継手

機械式継手

(一社)茨城県建築士事務所協会認定の優良鉄筋施工業者による施工とする。

７－３ 試し練り

７－４ 試験

７－５ コンクリート表面の仕上り状態

７－６ 型 枠

セメント シリカセメント

フライアッシュセメント

粗骨材 工場標準化品

混和剤 工場標準化品

高性能ＡＥ減水剤

混和材 フライアッシュ

躯体防水混和材

ＡＥ減水剤

膨張材

行わない )

砂利＋砕石又は高炉スラグ

細骨材 工場標準化品 砂＋高炉スラグ細骨材

砂＋フェロニッケルスラグ

高炉セメント

エコセメント

ＡＥ剤

流動化剤

高炉スラグ微粉末

砂利

砂

(上記以外のＪＩＳ Ａ ５３０８に適合したコンクリート)

土間コンクリート躯体 捨コンクリート

土間コンクリート 捨コンクリート

Ⅰ類

Ⅱ類 
躯体

行う

７－１ コンクリートの種類

７－２ 材料

(ＪＩＳ Ｑ １００１及びＪＩＳ Ｑ １０１１に基づき、ＪＩＳ Ａ ５３０８への適合を
認証されたコンクリート)

ポルトランドセメント

試し練りは躯体に使用するコンクリートを対象とする。
強度及びスランプが異なる全部について行う。

(試験に関する詳細は、「共仕」６章コンクリート工事による。)

Ⅰ類のコンクリートの品質管理受入検査は、コンクリート採取試験会社が行う。

差等を越えるような品質の変動のおそれがある場合は、その品質を代表する箇所から採取する。
※ 試料の採取方法は、ＪＩＳ Ａ １１１５による。

※ 試料の採取場所は、工事現場の荷卸し地点とする。ただし、荷卸しから打込み直前までの間に、許容

塩化物量－「共仕」表６.９.１
コンクリートの強度試験、ただし、寒中コンクリートの場合は、「共仕」６.１１.１による。

下記表による－「共仕」６章９節 特記による（　　　　　　　　　　　　)

打込み日ごと、打込み工区

頻度

個数　　

製作方法

１
回
の
試
験

養生方法 標準養生

工事現場にお

※ 工事現場における養生は、水中養生又は封かん養生とし、養生温度はコンクリートを打込んだ

に行う。ただし、工事現場における封かん養生を行う場合はこの限りでない。
養生を行う。なお、供試体脱型は、コンクリートを詰め終わってから１６時間以上３日間以内

※ 供試体は、ＪＩＳ Ａ １１３２に基づき、工事現場で作製し、それぞれの試験の目的に応じた
※ 供試体の保管場所は、直射日光の当たらない屋外とする。

※ コンクリートの強度試験方法は、ＪＩＳ Ａ １１０８による。
※ １回の試験における圧縮強度の平均値は、「共仕」６.９.３(４)による。

※ 標準養生は、ＪＩＳ Ａ １１３２に基づき、２０±２℃の水中養生とする。

構造体に可能な限り近い条件とする。

合板せき板を用いる場合のコンクリートの打放し仕上げの種別 －「共仕」表６.２.４

Ｂ種Ａ種

※ 打放し用型枠の施工範囲は特記による。

型枠存置期間及び取外し

「共仕」６.８.２による。
材料

Ｃ種

コンクリ－トの

施工箇所

存置

施工箇所 基礎、梁側、柱、壁

圧縮強度が５Ｎ/mm２ 以上となるまで。

普通ポルトラ

圧縮強度が設計基準強度(Ｆｃ)の８５％以上

(注)圧縮強度を圧縮強度試験により確認する場合は、「共仕」６.９.３(１)(イ)による工事現場
における水中養生供試体又は封かん養生供試体の圧縮強度とする。

は、監督職員と協議する。なお、支柱の盛替えは行わない。

８．鉄骨工事

８－１ 事前に監督職員の承諾を要するもの。

８－２ 工事監督職員が立会う検査・試験

８－３ 接合部の検査

８－４ 柱底均しモルタル

８－５ スタッド溶接

８－７ 耐火被覆

８－８ その他

９．その他

９－１ 建築設備

９－２ 諸官庁への届出等

９－３ 本仕様書の記載

社内検査表

製品検査

溶接に対する技量付加試験

材料試験

鉄骨製作管理技術者資格証明書

現寸検査
建方検査 高力ボルト摩擦接合

中間検査(組立・開先)

溶接技能資格者の証明書

製作工場の認定 (大臣認定     グレード以上)

検査率または検査数

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者または工事施工者(鉄骨工事施工者以外)
が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

備考

検査箇所 検査方法
工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

「共仕」

ＪＡＳＳ６

「共仕」

ＪＡＳＳ６

「共仕」

ＪＡＳＳ６

％％

％ ％ ％外観(目視)検査

マクロ試験・その他 個個個

する。

完全溶込み

溶接部

高力ボルト接合の摩擦面の処理は、すべり係数値が０.４５以上確保できるよう、摩擦接合面全

面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させたものとする。ただし、ショットブ

ラスト又はグリットブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された対比試験片と

締付けの確認は、「共仕」７.４.８による。

の照合等により、摩擦面の表面粗度が５０μｍＲｚ以上確保された状態であることを確認した場

合は、錆の発生を要しない。

締付け及び確認用機器は、「共仕」７.４.９による。
高力ボルトの締付けは、「共仕」７.４.７による。

超音波探傷試験

第三者検査時立会い

現場溶接部(完全溶込み溶接部)は、原則として第三者検査機関による全数検査を行う。

超音波探傷試験の第三者検査機関は(一社)日本溶接協会(ＣＩＷ認定事業者)によることを原則と

「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による。

錆止め塗装をしない部分は、コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分、高力ボルト摩

擦接合部の摩擦面、工事現場溶接を行う部分の両側それぞれ１００㎜程度の範囲及び超音波探傷

試験に支障を及ぼす範囲、密閉される閉鎖形断面の内面、ピン、ローラー等密着する部分及び回

転又は摺動面で削り仕上げした部分、組立によって肌合わせとなる部分、その他監督職員の指示

する部分とする。耐火被覆材の接着する面の塗装は特記による。

ＪＩＳ Ｋ ５６７４ ＪＩＳ Ｋ錆止め塗装
※ Ｃ形鋼等含む。

スタッド溶接完了後の試験 外観試験　　(「共仕」７.７.６(１)(ア)による。)

モルタル(容積比でセメント１：砂２)無収縮モルタル（材齢28日:45N/mm２)

※ 鉄鋼面の錆止め塗料塗り工法は、「共仕」１８.３.３(２)による。

特記による。

溶融亜鉛めっき工法の材料・工法・高力ボルト摩擦面の処理等は、「共仕」７.１２節及び

耐火被覆は特記による。

工事終了後、耐火被覆材の種類に応じて、定められた方法に基づいて試験を行い、監督職員の

確認を受けること。

※ 工事現場塗装は、「共仕」７.８.３による。

８－６ 錆止め塗装及び溶融亜鉛めっき工法

※ 空気の滞留、及び水溜りが予想される部材形状については、監督職員の承諾を得て、通風孔、
水抜き穴を設けてもよい。径及び位置については、監督職員の承諾を得ること。

※ 別添の仕様書と内容が重複した場合は監督職員との協議による。
※ 本仕様書に記載の無いものは監督職員との協議による。
※ 法律の改正等により本仕様書を変更する場合がある。

・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等

・管の伸縮や変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合は、伸縮継手を設ける等有効
有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

な損傷防止のための措置を講ずること。

告示第1389号に準拠した構造計算により構造耐力上安全であることを確認すること。
又は、建物本体の構造耐力上主要な部分に緊結すること。また、これらについて必要な場合は
屋上から突出する建築設備は、建物本体の構造耐力上主要な部分に緊結された支持構造部、

建築設備、給湯設備の支持構造部および緊結金物は、腐食又は腐朽が生じないよう有効な措置
を講ずること。

本建物に設ける給水、排水等の配管設備は以下とすること。

・管を支持または固定する場合に、吊り金物または防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振
動および衝撃の緩和のための措置を講ずること。

・地震力、風圧力等の外力およびその他の振動、衝撃に対し安全上支障のない構造とすること。

※ 試験・検査は、公的な機関にて行うこと。但し、監督職員の了承を得た場合は、それに準じた
※ 諸官庁への届出は、遅滞なく行うこと。

機関としてもよい。

また、地震時の層間変形に追従できること。
エレベーター・エスカレーターなどの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

して構造耐力上安全なものとし、以下の構造方法による。
本建物に設ける建築設備および給湯設備にあっては、建築基準法施行令第129条の2の4に準拠

１回の試験、供試体の養生方法及び材齢

調合管理強度の判定 時期の決定 構造体コンクリート強度の判定

打撃曲げ試験(「共仕」７.７.６(１)(イ)による。)

普通ボルトによるせん断接合は、「共仕」７.５.２による。

確認の検査は、各ボルト種類・締め付け工法別に適切な締め付けが行われているか行う。試験の目的

※ 単位水量の最大値：１８５kg/ｍ3

※ コンクリートに含まれる塩化物量(塩化物イオン)：０.３０kg/ｍ3以下

普通エコセメントは５５％、再生骨材Ｈは６０％
低熱ポルトランドセメント･混合セメントのＢ種は６０％、

※ スランプは「共仕」の表６.２.２、表６.５.１により、調合は６.３.２による。

※ 単位セメント量の最小値：２７０kg/ｍ3

※ 水セメント比の最大値：普通･早強･中庸熱ポルトランドセメント･混合セメントのＡ種は６５％、
※ 荷卸し地点における空気量：４.５％(ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤を用いるコンクリート)

※ コンクリートは、アルカリシリカ反応を生じるおそれのないもの。

T-Wingパイル(4翼式杭)工法

構造設計標準仕様

型枠取外し

１５０ｍ３ 以下にほぼ均等に分割した単

長期許容支持力度

耐久設計基準強度 Fd(N/mm２)

1

胴縁・モヤ

基 礎

３０

３０

１００

１００

18

18

65以下18

D10,D13､D16 基礎全般

65以下

梁

柱

0.20 ｍ

ダイヤフラム

21

21
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(注)1.L1,L1h:重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ
2.L1hは、図-①に示すようにフック部分
3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

24,27

30,33,36

SD295B

SD345 

30,33,36
18
21

24,27
30,33,36

21
24,27

35d
35d

45d
50d

40d
35d
50d
45d
40d

25d
25d

30d
35d

30d
25d
35d
35d
30d

SD390

<図-①>

フックありの場合の
重ね継手の長さ

1-2-2 隣り合う継手の位置

重
ね

継
手

圧
接

継
手

溶
接

継
手

機
械
式
継
手

(壁の場合及びスラブ筋でD16以下の場合は除く)

フックあり

の場合

フックなし

の場合

SD390
30,33,36
24,27 20d

20d
20d
15d

2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ
(片持小梁及び片持スラブを除く｡)

3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

(注)1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む｡)

1-2-4 スパイラル筋の継手及び定着

１－３ 鉄筋(溶接金網を含む)のかぶり厚さ(㎜)

最小かぶり厚さ設計かぶり厚さ 特記かぶり厚さとする。(４)採用かぶり厚さは、

(３)鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。
標準とする。

(２)柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10㎜を加えた数値を
以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

(１)鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、特記による。特記がなければ、下表による。
ただし、柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍

かぶり厚さかぶり厚さ かぶり厚さ
設計 最小 特記

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げなし

仕上げあり

屋内

屋外

基礎,擁壁,耐圧スラブ

柱,梁,スラブ,壁

柱,梁,耐力壁

煙突等高熱を受ける部分

土に接す

土に接し
ない部分

る部分 

構造部分の種類

スラブ,耐力壁

以外の壁   

仕上げあり

擁壁,耐圧スラブ

40
40
40
40
50
50
50
70
70 60

60
40
40

30
30

30
30
20

40

30

※ L2hを確保できない場合は、
｢1-2-3 鉄筋の定着の(３)｣
によることができる。

２－３ 現場打杭
特記による。

３．基礎梁

３－１ 基礎梁主筋の継手、定着及び余長
3-1-1 一般事項

3-1-2 継手、定着及び余長
(１)独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合

(２)梁主筋を柱内に定着する場合は、下記による。
上端筋：曲げ降ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、

右図による。

公共建築工事標準仕様書(建築工事編)平成31年版
各部配筋 参考図：図1.6による。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

(注)基礎梁に構造スラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

による。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが 1.5ｍ以上の場合

(２)あばら筋組立の形及びフックの位置は、｢5-3-1 あばら筋組立の形及びフックの位置｣

がある場合、帯筋の間
隔を1.5P1＠又は1.5P2＠､
1.5P3＠とする範囲は、
その柱に取り付くすべ
ての梁を考慮して適用
する。なお、P1＠、P2＠､
P3＠は、特記された帯筋
の間隔を示す。

柱に取り付く梁に段差

＜定着＞＜継手＞

2.隣り合う継ぎ手の位置は、｢1-2-2 隣り合う継手の位置の<表-3>｣による。
フックを付ける。

1.柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には、

(４)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻きを行なう。

(５)Ｈ形の135ﾟ曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

(１)Ｈ形を標準とする。

(２)フック及び継手の位置は、交互とする。

(３)溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5ｄ以上、片面フレア溶接の場合は10ｄ以上とする。

帯筋組立の形は下図により、適用は特記による。特記がなければ、次による。

＜Ｈ 形＞

＜Ｗ－Ⅰ形＞※溶接は、鉄筋の組立て前に行う。

＜ＳＰ形＞(スパイラル筋)

４－３ 柱の打増し補強配筋

<ニ方向の打増し>

2.帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし
定着長さはL2とする。

3.軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。

打増し部分を示す｡ <一方向の打増し>

1.柱の打増し幅(a,a1,a2)が70㎜以上の場合の補強を示す。

※ aは、｢１－４ 鉄筋の間隔｣による。
※ 連結筋は、6φ-1,000＠

４－４ 寄せ筋の保持

５．大梁・小梁・片持梁

５－１ 定着及び余長
5-1-1 大梁主筋の定着及び余長

上端筋：曲げ降ろす。
下端筋：原則として曲げ上げる。

2.梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、下記による。
なお、定着の方法は、｢1-2-3 鉄筋の定着の(３)｣による。

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い鉄筋又は
同径のものを２本重ねたものとする。

ただし､やむを得ず梁内に定着する場合、<図-④>による｡

3.段違い梁は、<図-⑤>による。

1.梁主筋は原則として、柱をまたいで引き通すものとし

定着することができる。
、引き通すことができない場合は、2.により柱内に

(１)大梁主筋の継手及び定着の一般事項

(２)ハンチのない場合の定着及び余長

<図-④>

<図-⑤>

梁主筋の梁内定着

断違い梁

最上階

一般階

o/4を加えた範囲以内下端筋：柱面より梁せい(D)以上離し、
上端筋：中央 o/2以内

フックを付ける。
3.破線は、柱内定着の場合を示す。
※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

1.継手中心位置は次による。

2.梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合(基礎梁を除く)の鉄筋には、

(３)ハンチのある場合の定着及び余長

引き通すことができる 
定着部が接近するときは

最上階

一般階

フックを付ける。

3.破線は、柱内定着の場合を示す。
2.梁内定着の端部下端筋が接近するときは、

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

のように引き通すことができる。

1.梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合(基礎梁を除く)の鉄筋には、

5-1-2 小梁主筋の定着及び余長
(１)連続小梁の場合

(２)単独小梁の場合

1.梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。
※ L3hを確保できない場合は、｢1-2-3 鉄筋の定着の(３)｣によることができる。

外端

連続端

連続端

端部 端部

鉄
筋

の
重
ね

継
手

の
長

さ

<表-3>

を含まない。

＜帯筋＞

引き通すことができない場合は、柱内に定着する。

(１)梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、

４－２ 帯筋組立の形

鉄
筋
の

定
着

の
長

さ

【設計注意事項】等は、特記による。

鉄筋の表示

丸鋼

異形鉄筋

表示

１－０ 一般事項

(４)コイル状の鉄筋は、直線状態にしてから使用する。この際、鉄筋に損傷を与えない。
(５)鉄筋には、点付け溶接を行なわない。また、アークストライクを起こしてはならない。
(６)鉄筋の切断は、シヤーカッター等によって行う。

(８)鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手又は溶接継手とし、適用は特記に
よる。

(９)D16以下の細径鉄筋の溶接は、重ねアーク溶接とし、溶接技能者は、鉄骨工事の溶接接合
[技能資格者]に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。

(10)設備配管、スイッチ等の設置により、設計図書に定める配筋ができない場合は、監督職
員と協議する。

の位置に鉄筋を保持するとともに、作業荷重等に耐えられるものとする。
位置にスペーサー、吊金物等を使用して堅固に組み立てる。なお、スペーサーは、所定

また、鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行ったものとする。

(２)異形鉄筋の径(｢d｣で示す)は、呼び名に用いた数値とする。
(３)有害な曲がり又は損傷等のある鉄筋は、使用しない。

(７)鉄筋の組立は、鉄筋継手部分及び交差部の要所を径 0.8㎜以上の鉄線で結束し、適切な

(１)鉄筋は､設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ､常温で正しく加工して組み立てる。

１－１ 鉄筋の折曲げ形状及び寸法

角 度
SD390

D19～D38D19～D38

折曲げ内法直径(D)
<表-1>

(幅止め筋)

及び

折曲げ
折曲げ図 SD295A,SD295B,SD345

D16以下

2.90°未満の折曲げの内法直径は特記による。

(注)1.片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90ﾟフック又は135ﾟフックを用いる
場合には、余長は4d以上とする。

(１)鉄筋の継手位置は、特記による。(特記なき限り本仕様書各項目による。)
(２)径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。
(３)柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。

(特記なき限り本仕様書各項目による。)
(４)特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、40d(軽量コンクリートの場合

は50d)又は＜表-2＞の重ね継手の長さのうちいずれか大きい値とする。
(５)(３)(４)以外の鉄筋の重ね継手の長さは<表-2>による。

１－２ 鉄筋の継手及び定着
1-2-1 鉄筋の継手

鉄筋の種類
コンクリートの設計
基準強度 Fc(N/㎜2) (フックなし) (フックあり)

<表-2>

18
21

45d
40d

L1

35d
30d

L1h

90ﾟ

135ﾟ

5d以上3d以上 4d以上

135ﾟ

180ﾟ

90ﾟ

25φ22φ19φ16φ13φ 28φ

D13 D16 D19 D22 D25D10 D29

9φ

1-2-3 鉄筋の定着
(１)鉄筋の定着の長さは特記による。特記がなければ、<表-4>による。

(２)大梁の主筋の柱への定着長さは下記による。

40ｄ以上(施行令第73条第3項) 特記による

鉄筋の
設計基準強度

Fc(N/㎜2) 小梁 スラブ
種 類

<表-4>
フックあり定着の長さ直線定着の長さ

スラブ小梁

24,27
30,33,36

18

24,27
30,33,36

21

21
24,27

30,33,36

SD295B

SD345

SD390

L3

10d

L3h

18
21SD295A

45d
40d
35d
35d
50d
45d
40d
35d
50d
45d
40d

L1

40d
35d
30d
30d
40d
35d
35d
30d
40d
40d
35d

L2 L2h

30d
25d
20d
20d
30d
25d
25d
20d
30d
30d
25d

35d
30d
25d
25d
35d
30d
30d
25d
35d
35d
30d

L1h

20d
かつ

以上

10d

150㎜

小梁の
場合は
25d)

(片持 (片持
スラブ
の場合
は25d)

3.L3    ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。

4.L3h   ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

6.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。
また、中間部での折曲げは行わない。

5.フックあり定着の場合は、図-②に示すようにフック部分 を含まない。

ただし、基礎耐圧スラブ及び、これを受ける小梁は除く。

(注)1.L1,L1h：2.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。
2.L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

<図-②> 直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

直線
定着の長さ

フックあり

定着起点 定着起点

定着の長さ

(３)仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが<表-4>のフックあり定着の長さを

・全長は、<表-4>の直線定着長さ以上とする。
・余長は8d以上とする。
・仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さLa及びLbは、<表-5>に示す長さとする。
ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。

確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、<図-③>によ
り、下記をすべて満足するものとする。

折曲げ定着の方法<図-③>

梁主筋の
柱内折曲げ定着の投影定着長さ 梁内折曲げ定着の投影定着長さ

小梁及びスラブの上端筋の

鉄筋の種類
コンクリートの設計
基準強度Fc(N/㎜2)

投
影

定
着

長
さ

SD345 

SD295B 24,27
30,33,36

24,27

18
21

21

18
21

30,33,36

15d
15d
20d
20d
20d
15d
20d

20d
15d

La

15d
15d
20d
20d
15d
15d
20d

15d
15d

Lb

SD295A

<表-5>

有効でない仕上げ(仕上塗材、塗装等)のものを除く。
3.スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コン

クリートの厚さを含まない。

2.｢仕上げあり｣とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上
また、塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所には適用しない。

4.杭基礎の場合の下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

(注)1.この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は、適用しない。

１－４ 鉄筋の間隔

(３)隣り合う鉄筋の平均径｢ｄ｣の1.5倍

(１)粗骨材の最大寸法の1.25倍
(２)25㎜

ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、特記による。

Dは、鉄筋の最大外径

鉄筋相互のあきは右図により、次の値のうち最大のもの以上とする。

１－５ 鉄筋のフック
下記の(１)～(５)に示す異形鉄筋の末端部には、フックを付ける

１－６ 鉄筋の保護

(１)柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び

(３)煙突の鉄筋(壁の一部となる場合を含む)
(４)杭基礎のベース筋
(５)帯筋、あばら筋及び幅止め筋

柱

梁 梁

(２)梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね継手
(基礎梁を除く)

(１)鉄筋の組立後、スラブ、梁等には、歩み板を置き渡す等の措置を講じ、
直接鉄筋の上を歩かないようにする。

(２)コンクリート打込みによる、鉄筋の乱れを可能な限り少なくするとともに、
かぶり厚さ、鉄筋の位置及び間隔の保持に努める。

最上階の柱頭にある場合

１．加工及び組立

２．基礎

２－１ 基礎の配筋

2-1-1 杭基礎
杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法は、特記による。(下図は基礎筋の定着長さ)

2-1-2 直接基礎
<独立基礎>

Ａ部詳細

２－２ 基礎接合部の補強配筋

(２)連続基礎及びべた基礎、独立基礎で耐圧スラブ付きの場合

３－２ 基礎梁のあばら筋

(４)あばら筋の割付は､｢5-3-2 あばら筋の割付｣による。

(３)腹筋及び幅止め筋は、特記による。

は下図によることができる。

(１)あばら筋の径及び間隔は、特記による。

<一般の場合> <重ね継手とする場合>

４．柱

４－１ 柱主筋の継手、定着、余長及び帯筋の割付け

が多い場合
上階の鉄筋

下階の鉄筋
が多い場合

<連続基礎>

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書(建築工事編)令和４年版による

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)
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(２)孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

(５)コンクリートブロックの空胴部内で継いではならない。但し、溶接接合その他これと

＜帳壁が土間コンクリート上に設置される場合＞

５－２ 継手
5-2-1 大梁主筋の継手

上端筋：中央
下端筋：柱面より梁せい(D)以上離し、

2.梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合(基礎梁を除く)の鉄筋には、

o/2以内
o/4を加えた範囲以内

1.継手中心位置は次による。

フックを付ける。

5-2-2 小梁主筋の継手

連続端 連続端外端

５－３ あばら筋の組立の形及び割付け等

5-3-1 あばら筋組立の形及びフックの位置

Ｔ形では交互とする。なお、(ハ)の場合は、床版の付く側を 90ﾟ折曲げとする。
(２)フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、

(１)(イ)形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、(ロ)又は(ハ)、Ｔ形梁の場合は、
(ロ)～(ニ)とすることができる。

(イ) (ロ) (ニ)(ハ)

5-3-2 あばら筋の割付
(１)あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。

＜梁の端部で間隔の異なる場合＞

＜間隔が一様で、ハンチのある場合＞

(２)あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。
(３)図中の P＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

＜間隔が一様で、ハンチのない場合＞

５－４ 腹筋及び幅止め筋

(２)あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、定着
(１)梁の打増し補強配筋は下図により、打増し幅が70㎜以上の場合の補強を示す。

長さはL2とする。
打増し部分を示す。

＜二方向の打増し＞＜下端の打増し＞ ＜側面の打増し＞

＜一般の梁＞

(３)腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ及び定着は、別途定めること。
(２)幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。
(１)腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。

＜上端の打増し＞

600≦D＜900 900≦D＜1,200 1,200≦D≦1,500

５－５ 梁の打増し補強

５－６ 片持梁主筋の定着及び余長

５－７ 二段筋、その他

６－１ 一般事項

６－２ 壁の交差部及び端部の配筋

端部(垂直及び水平断面) 外壁の端部(垂直及び水平断面)

(水平断面を示す)

スラブへの定着(非耐力壁とスラブが取り合う場合)

交差部(水平断面)

＜水平断面＞ ＜垂直断面＞

(ａは基準あき寸法)

(２)壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。
(３)幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。
(４)原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。

(１)図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

柱HOOPのかぶりに注意
※ 柱主筋径だけあばら筋幅を狭めて加工する。

1.先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。
2.先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

小梁連続端部小梁外端部

＜先端に小梁がある場合＞

スラブに上端筋がある場合

一般階 最上階

※2.L3hを確保できない場合は、標準図(1)の｢1-2-3 鉄筋の定着の(３)｣によることが
できる。

※1.La の数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

＜先端に小梁のない場合＞

６－３ 壁の補強
6-3-1 壁開口部の補強

6-3-2 その他

6-3-3 パラペット

７－１ スラブの配筋

７－２ スラブ筋の定着長さ及び受け筋

７－３ 片持スラブ
7-3-1 片持スラブの配筋

7-3-2 片持ちスラブ先端に壁が付く場合の配筋

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

(２)配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。
(３)鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。

パラペットの配筋は設計図書による。

(１)スラブの配筋種別、スラブ厚さ(㎜)及び鉄筋の種類は、特記による。

(２)壁開口部補強筋の定着長さは、下図による。

(１)コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。
(２)壁の打増し補強配筋は下図により、打増し厚さａが50㎜以上の場合の補強を示す。

避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。
(３)開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を

＜耐圧スラブの場合＞

＜一般スラブの場合＞

片持スラブの配筋は、下図による。

1.先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。
2.スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。
3.形状に応じて特記による。

(１)壁開口部の補強筋は設計図書による。

７－４ スラブ開口部の補強

７－５ 出隅部及び入隅部の補強
7-5-1 屋根スラブの出隅及び入隅部分

7-5-2 片持ちスラブの出隅部

７－６ 土間スラブの打継ぎ補強

７－７ 土間コンクリ－トと基礎梁との接合部配筋

７－８ 段差のあるスラブの補強

７－９ 階段の配筋

スラブ開口部の補強は、特記による。特記がなければ下記による。

横、斜補強筋とは別に開口によって切断

される鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて

配筋する。

３.設備の小開口が連続してあく場合は縦、

階段の配筋は設計図書による。

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。

※ a≦300の場合

中間部 端部

※ a≦300の場合

中間部 端部

(１)150㎜以下の段差のあるスラブの補強は、下図による。

＜ 70＜H≦150の場合 ＞＜ H≦70の場合 ＞

以下で、鉄筋を緩やかに曲げることによ

り、開口部を避けて配筋できる場合は、

補強を省略することができる。

１.スラブ開口の最大径が 700㎜以下の場合

２.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔

は、左図により開口によって切られる鉄

筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部

を上下筋の内側に配筋する。

に斜め方向に 2-D13( =2L1)シングル

(１)補強の配筋は、特記による。配筋方法は、下図による。
(２)出隅受け部(下図の斜線部分)の補強筋は、特記による。

＜出隅受け部配筋＞＜出隅部分補強配筋＞

1≧ ※ 2とする
※ 出隅受け部配筋は柱又は梁にL1定着する

1≧ ※ 2とする

補強筋の定着

下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

８－１ 梁貫通孔の補強

＜ＭＨ形及びＭ形＞

＜Ｈ形＞

(３)孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3
(Dは梁せい)の範囲には設けてはならない。

＜一般の場合＞ ＜控壁の配筋＞

(１)梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。

4-2-D22

なし

2-2-D13

なし

2-2-D13 2-2-D13

3-2-D13

なし

2-2-D134-2-D13

2-2-D13

斜め筋 縦筋 横筋 上下縦筋

Ｈ７

Ｈ１

配筋図

なし
なし

2-2-D13

4-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

2-6φ-100＠

2-6φ-100＠

斜め筋 縦筋 溶接金網配筋種別

ＭＨ１

ＭＨ３

配筋図

Ｍ形配筋

Ｈ
形

配
筋

Ｍ
Ｈ

形
配

筋

配筋種別

６．壁

７．スラブ

(注) 

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(２)

(１)ブロック壁の配筋は、設計図による。

同等以上の強度を有する接合方法による場合においては、この限りでない。

地に接する空胴部は、モルタル又はコンクリートとすること。

(２)ｈ0≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。

(３)ｈはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400。

(４)目地塗面の全部にモルタルが行きわたるように組積し、鉄筋を入れた空洞部及び縦目

９．コンクリートブロック帳壁との取合い

は、一般部分のあばら筋を示す。
公共建築工事標準仕様書(建築工事編)平成３１年版 参照
国土交通省大臣官房官庁営繕部 監修

ＭＨ２ 2-2-D13

4-2-D19ＭＨ７

4-2-D16ＭＨ６

4-2-D16ＭＨ５

4-2-D13ＭＨ４

(13)梁貫通孔の補強形式は下図により、配筋種別は特記による。

(12)大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。

(10)溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。

(11)溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心
なお、リング筋は溶接金網に4箇所以上溶接する。

とする。

＜補強筋の定着長さ＞

貫通孔が円形の場合

(４)孔は、柱面から、原則として、1.5D(Dは梁せい)以上離す。
ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

(５)孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

(６)縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(７)補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、(３)の図による。

(８)孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる
ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

(９)溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。

８．梁貫通孔の配筋

2-2-D13Ｈ２

Ｈ３ 4-2-D13

4-2-D16Ｈ５

4-2-D19Ｈ６

Ｈ４ 4-2-D16

余長

余長

貫通孔外径

突出し

かぶり

突出し

かぶり

溶接金網

コンクリート
の厚さ

コンクリートブロック帳壁

あばら筋

D

継手長さ

継手長さ

15d(余長)15d(余長)

D

D

15d(余長) 15d(余長) 15d(余長) 15d(余長)

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

d

≧6d

≧8d

≧6d

≧8d ≧8d

D

D

D

≒30 ≒30
P＠

P'＠ P＠ P'＠

P＠ P＠
≦P＠ ≦P＠

P＠

≦P'＠

≦P＠

≦P＠

柱面より割り付ける

柱面より割り付ける

柱面より割り付ける

a

a

b

L2

L2

a1

a2

L2

L2

20d

20d

L2

D
2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

による。
腹筋は､５-４

　あばら筋と同径､
同材質､同間隔

　あばら筋と同径､

幅止め筋

腹筋

同材質､同間隔

a

a

L2

L2

a

b

1-D13 2-D13 2-D13 4-D13

L2 L2 L2

1-D131-D13

L2

1-D13
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1-D13
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※

L2
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1-D13
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15d(余長)

L3h
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柱主筋位置
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梁

柱主筋位置
≦P＠
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L1

柱

梁

梁主筋位置

P＠

≦P＠

梁主筋位置

≦P＠

片持梁

片持梁筋折下げ 片持梁筋折下げ

先端小梁
(頭つなぎ梁)

余長

片持梁

先端小梁

a

※2

※1

※2

※

L1

L1

L1

L1

L2

(D13) L2

L3

(D16) L2

Lb
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2-D13
2-D13

L2

L

2-D13

10d

8d

L2

L

2-D13

補強筋

壁配筋

打増し部分

受け筋

(D13)
受け筋

受け筋 余長

受け筋

受け筋

余長

余長

余長受け筋

1
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以

下

1
0
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下

先
端

壁
厚

以
上

1
0
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下

先
端

壁
厚

以
上及び間隔に合わせる。

受け筋D13

先端部補強筋

配力筋

主筋

以上
(直線定着の場合25dとする)

以上

配力筋
主筋

≦1,000)

＞1,000)

D13(

D16(
受け筋

先端部補強筋

先端壁の縦筋の径
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一般スラブ配力筋
出隅部

定着する
柱又は梁にL1

出隅受け部出隅部分の補強筋

D

突合せ溶接

リング筋

L1

L1
L1

t

D13

L2L2

h0

L2 L2

D13

D10-400＠
D10-400＠ D13 D16

L2

L2

t

800

D10-200＠D10
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上縦筋
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横筋
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溶接金網
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図　面　名
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図(２)

Non scale

茨城中部農地整備事業

川又小泉団地川又工区区画整理その1工事

37 - 2/2

関東農政局　茨城中部農地整備事業所



(３)圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の縁端距離

(３)溶融亜鉛めっき付き炭素鋼製品の場合は、全周溶接を施さなければならない
(４)羽子板とガセットプレートとの接合は、表に示す取り付けボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする

せん断部にねじ部がかからない取付けボルトを選定しなければならない
(５)溶融亜鉛めっき付き炭素鋼製品の場合は、JIS B 1186に規定する1種F8T Ａに準じるものを使用する

六角ナット、平座金のセットを用いてもよい
JIS B 1186に代わるものとして、日本鋼構造協会規格、JSS Ⅱ09-1996 構造用トルシア形高力ボルト、

(注)(１)溶融亜鉛めっき付き炭素鋼製品は、Ｍ10～Ｍ22とする

穴心のあき(最小)
ボルト端から取付ボルト

穴ピッチ

調整ねじの長さ
許容差 ＋25，－8

取付ボルト穴径
許容差 0，－0.5

切板製

平鋼製

板厚

板厚

へりあき
許容差 ＋10，0

へりあき
許容差 ＋10，0

端あき
許容差 ＋5，0

ねじの呼び

本数

種類

取付ボルト

溶接長さ
許容差 ＋10，0

(２)ｅ1,ｅ2が確保されていれば形状は自由でよい

＞1㎜フィラプレート併用のこと

JIS B 1180に規定する呼び径六角ボルトの機械的性質10.9
JIS B 1186に規定する2種高力ボルトF10T

縦壁標準構法 ： 屋根標準構法 ：

横壁標準構法 ： 床標準構法 ：

※ スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢で行い、「スタッド溶接

工技術検定試験」に合格した有資格者の施工とする。

許容差

頭部厚

許容差

頭部直径

許容差

軸径
呼び名

許容差

首下の丸み
溶接後の長さ

基準寸法 基準寸法 基準寸法 基準寸法

oの1/10以内かつ、2Ｄ以内)は避ける。

・計算で確認された場合は次図の位置、寸法及び補強方法によらなくてよい。

・梁端部(内法スパンの
・φ≦0.4Ｄ
・φ'は補強板の穴径を示す。

ボルト 最小縁端距離(ｅ)

最小 標準

ピッチ(Ｐ)

(2)(3)(1) (2) (3)

324460Ｍ24

Ｍ22

Ｍ20 22.0

24.0

26.0

55

50

40 28

34

38 28

26

22

45

40

40

40

7060

55

50

40 60

60

60

18.0

(㎜)

(SCSS-H97による)

角形鋼管柱と小梁

ウェブボルト列数

大梁フランジ幅

ガセット厚

小梁せい

－

1列、2列(大梁幅による)

200≦

≧小梁ウェブ厚、≧6㎜

ウェブボルト列数

大梁フランジ幅

ガセット厚

小梁せい

ウェブボルト列数

大梁フランジ幅

ガセット厚

小梁せい

≦500 ≦500

≦2列 ≦2列

－ －

小梁ウェブ厚の1サイズＵＰ 小梁ウェブ厚の1サイズＵＰ

接合形式Ａ 接合形式Ｂ 接合形式Ｃ

2面せん断 1面せん断 1面せん断

ウェブ第一ボルトと大梁フランジ内側との距離≧50㎜
ウェブ第一ボルトと小梁フランジ内側との距離≧40㎜+小梁フィレット半径
大梁側ウェブボルトと大梁ウェブ心の距離≧50㎜(接合形式A、Ｄ)
大梁フランジと小梁端の間隔＝10㎜
ガセット厚、添板厚(接合形式Ａ)≧6㎜

3種類とし、小梁のせい方向の中心振り分けとする。

共通事項：大梁せい≧小梁せい

ウェブボルトの配置は、最小ボルト本数を2本、せい方向ピッチを60､90､120㎜の

接合形式Ｄは、SCSS-Ｈ97による

孔　径

※詳細は設計図による

(注)端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

フランジ高力ボルト配置図

100

125

150

175

200

250

350

400

(㎜)

120

150

150

140

140

70

90

105

56

75

90

100

125

150

175

200

250

300

400

350

170

140

110

100

70

60

80

備　考ウェブ添板
フランジ添板幅

外側 内側

フランジ幅 フランジゲージ

Ｈ形鋼フランジ：ディティールの共通事項

300 ※ ※フランジの高力

ボルトは千鳥打ち

ウェブ高力ボルト配置

羽子板ボルト

40 45 50 50 55

383834342828

6 6 9 9 9 9

37.537.532.532.52525

999966

707366665952

85857560555040

Ｍ24Ｍ22Ｍ20Ｍ18Ｍ16Ｍ14Ｍ12

20.3318.3316.33

115 125 140 150 165 175

23.521.521.51717

100

最大

Ｓ

21.5Ｒ

50

60

10.83

10.59

Ｐ

Ｍ16 Ｍ16 Ｍ20 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ20

2111111

12.66 14.66

12.41 14.41 16.07 18.07 20.07

17

40

28

6

25

6

52

Ｍ16

21.69

22.00
軸径d1

最小

(㎜)

(㎜)

パターン Ｃピッチ 列数

2列以上

2列以上

2列以上

1列

1列

1列

Ｌピッチ

－

－

－

PL＝60

PL＝60

PL＝60

フランジ又ウェブ厚の差のある場合

Ａ･Ｃ･Ｅパターン Ｂ･Ｄ･Ｆパターン

ハンチ勾配は普通１:４程度であるが構造図による

＊(注)現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％行う

Ｃタイプ使用は
柱 D＝250㎜以下とする

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ

r：半径　t：板厚

Ft1-Ft2
Wt1-Wt2

40

－

－

－

－

－

－ －

－

ＴＹＰＥ②ＴＹＰＥ① ＴＹＰＥ③

ガセットプレートの種類

ガセットプレートの有効幅

必要溶接長は、特記による

アークスポット溶接16φ各溝毎1ヶ所もしくは≒＠200とする。

※床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは、構造図及びメーカーの標準仕様書参照

受梁へのかかり寸法および端部処理 ― e≧50㎜(ただし、幅方向は30㎜以上)

溶接後溶接前

－0.5

±1.0

(T)

±0.3

(D)

±0.3

±0.4

(d)

10

16

13

19

22

25

±1.0

80,100,130,150

80,100,130,150

50,80,100

80,100,120

80,100,120

120,150,170

(r)
(

単位(㎜)

8

8

7

10

10

12

1.5

1.5

2.5

2.5

3.0

3.025

22

19

16

13

10 19

25

29

32

35

41

)

梁上通しの場合 既製品面戸(鋼板) 折曲加工

梁上切断の場合 あて板(鋼板) あて板(非金属)

スラブ端部の補足材

補足受材

スタッド材の標準形状・寸法

プレート補強(片面または両面) パイプ補強(小径の場合)

※ 角形鋼管柱コンクリート注入口補強板の

にて補強板取り付けとする。
コンクリート注入後、開口部閉鎖する。

開口径は、母材開口径＋20㎜以上、工場

角パイプ柱

コンクリート注入口補強

建築基準法第３７条に基づく認定等の柱脚工法については、各製品(工法)の

５－１　高力ボルトピッチ(Ｐ)，ボルト孔径・最小縁端距離

５－３　剛接合継手

５－４　ハンチ部の継手

５－５　柱継手

５－７　ブレースの接合形式

５－８　ＡＬＣ板取付要領

５－９　デッキプレート

５－１０　頭付きスタッド( JIS B 1198 )

５－１１　貫通補強

６． 柱脚

呼び

(注)(１)引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

※１．詳細は設計図による
※２．横補剛材として有効な接合部とする場合の詳細は設計図による

(SCSS-H97による)

(注)(４)

(注)(２)

(注)(２)

(注)(２)

Ｍ16

(２)せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

５－２　ピン接合

標準仕様による．

５．継手・ブレース・その他

Ｗ

e1

e2

e2

e3

t

t

の標準

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Pc＝90

Pc＝120

Pc＝60

露出形式柱脚

埋込み形式柱脚

柱底均しモルタル　特記による

根巻き形式柱脚

＝ 1＋ 2

鉄骨構造標準図(２)

羽子板ボルト

５－６　ターンバックルブレース(JIS規格品とする…JIS A 5540・5541)

ねじの呼び(ｄ)

B g1 g2

長さ長さ

部材長方向のボルトピッチ：PL(Ｌピッチ)

・ボルト本数の偶数奇数によらず、ウェ
ブ心から上下均等に振分けとする

・部材せいの小さい場合(部材せい200以
下)で、ウェブの第１ボルトとフラン
ジの内側添板との距離が60㎜程度確保
できない場合は、ウェブとフランジの
ボルトを半ピッチずらす。
ボルトの配置は、設計図による

部材せい方向のボルトピッチ：Pc(Ｃピッチ)
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